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高レベル放射性廃棄物の地層処分と地域社会との「対話の場」を考える



本報告の目的
• 2020年11月に北海道の寿都町と神恵内村において、
地層処分施設立地の文献調査が開始

•文献調査の一環として、それぞれの地域社会では
「対話の場」が設置され、地層処分の実施機関で
ある原子力発電環境整備機構（NUMO）と地元町
村、地域住民との間で、様々な意見交換がされて
いる

•「対話の場」において、特に地域住民からどのよ
うな発話があったのかを中心に、対話の内容を分
析する

•地域の違いや「対話の場」のルール設定の違いに
よる議論への影響について考察する
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寿都町の将来に向けた勉強会

高レベル放射性廃棄物の地層処分に
関するシンポジウム（2022/5/29）



「対話の場」に関する情報公開

https://www.numo.or.jp/chisoushobun/survey_status/suttu/taiwa.html
地域住民の発言には、マイクが入らない
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「対話の場」会議録

•意見交換会（ワークショップ、テーブルワー
ク）部分は非公開

•会議の最後で、ファシリテーター（神恵内村で
はテーブルファシリテータを含む）が振返りを
行い、その部分の発言は、発言録に収録されて
いる

•寿都町における第1回の「対話の場」では、地
域住民からの発話が、そのまま会議録に収録さ
れている

•ファシリテーターによる振返り部分および、地
域住民からの発話部分を分析対象とする
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分析方法

•テキスト分析には、KH Coder3（樋口2020）を
用いた

•分析に当たっては、「文献調査」、「地層処
分」、「対話の場」など、特有の用語を一語と
して認識させるなどの前処理を行う

•強制抽出語
文献調査、地層処分、対話の場、風評被害、交
付金、ガラス固化体
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分析データ

•寿都町「対話の場」第1回の住民発話

•寿都町「対話の場」第2回〜第16回のファシリ
テーターの振返り部分

•神恵内村「対話の場」第1回〜第15回のファシ
リテーター（テーブルファシリテータを含む）
の振返り部分

•総文数は、寿都町分が1,168文、神恵内村分が、
1,206文である。
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寿都町
頻出語
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寿都町
第1回対話の場
頻出語
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寿都町の第1回対話の場では、町長に聞きたい、町長への疑問が多く発言されてい
る 10



寿都町対話の場での議論のま
とめ
•第1回は、会則についての議論

•第2回〜第6回は、地層処分事業について（関連
施設視察報告含む）

•第7回は、放射線の基礎知識

•第8回〜第10回は、パンフレット作成

•第11回は、文献調査の進捗状況

•第12回は、フィンランドと結んでの議論

•第13回以降は、町の将来の姿についての議論
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神恵内村
頻出語
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神恵内村
第1回対話の場
頻出語
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神恵内村の第1回対話の場では、名簿の公開、村民への議論内容の公開について議
論された 14



神恵内村対話の場での議論の
まとめ
•第1回は、会則や公開範囲についての議論

•第2回〜第7回、第9回は、地層処分事業、地層
処分のリスクと安全対策について

•第8回は、シンポジウムの振り返り

•第10回は、複数テーマ

•第11回〜第14回は、交付金制度の紹介と活用
の考え方

•第15回は、放射線の基礎知識
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まとめ

•寿都町、神恵内村とも、対話の場のあり方、地
層処分事業、地域の将来と話題が変化

•シンポジウム（神恵内村）やフィンランドとの
連携（寿都町）など、横展開できなかったのか

•「放射線の基礎知識」が、寿都第7回、神恵内
第15回（当初は第14回で予定）。もう少し早
くても良かったのでは

•地域の科学リテラシーの向上、地層処分事業に
対する主体的な判断に結びついたか
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